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β
’

＝ 0 とす る と，こ れ は励 起子 だけ に よ る通常 の 誘電関数 で あ る 。 こ こ に ω
．
（k） は 励起 子

の 固有エ ネ ル ギー
，

ω
m

（k ＋ k ’

）は励 起 子分子 の 固有 エ ネル ギー
，

ω
’

は逆偏光の ポ ラ リ トン

の エ ネ ル ギー， k’
は そ の 波数 ， β

’

は そ の 占有数 に比 例す る 量で あ る。　 上式は 逆の 円偏 光に

対 し て は ω ・一一一ω
’

， k 一 ゲ ， β
’ ・一 β とな り ， こ れ らの 2 式 は k − k ’

に 関す る セ ル フ コ ン シ

ス テ ン トな方 程式 をなす。すな わ ち左右 の 円偏光の ボ ラ リ トン は励起子分子状態 を介 し て 相互

作用 をす る。

　近年 こ の 励起子分子 に 関係 した 非線型光学過程の 実験 が種 々 な されて い る が ， その 解析 は し

ば しば困難に っ き当る こ とが 報告 され で い る 。 そ こ で こ の 論文で は 上述 の セ ル フ コ ン シ ス テ ン

ト性 を考慮 して ， 光 の 伝搬お よび 散乱を理 論的 に検討 し た。先ず ， 周波数， 強度 の 異な る 2 光

束 に対 し て ， 上記 の セ ル フ コ ン シ ス テ ン トな方程式 を解き ， ど の よ うな分散が現われ る か を調

べ た 。 解 の 中に は 両光束 の 強度比 に敏感な分枝 をもつ もの が あ る こ と が分か っ た 。 ま た こ の 計

算の 応 用 と して ， 直線偏光単
一

光束の 入射に対す る ハ イ パ ー
ラ マ ン 散乱の 計算 を行な い ， 実験

お よび従来 の 解析 と の 比較 を行な っ た 。

21． NiAs 型化合物 の 圧 力誘起相転移

美　作　昌　宏

　NiAs 型 （B8 ）構造は ，
　 MX 型化合物 の 中で遷移 金属元素 と V 族 も し くは VI 族 元素と の 化

合物 に数多 くみ られ る 。 配位数 は おお む ね 6 ま た はそ れ 以上 で あ り， ち ゅ う密 の 度合 い は Na

Cl 型 （B1 ）構造 に 近い が ，
　 B1 構造 を とる物 質よ りも， イ オ ン性 の 低 い 化合物が B8 構造 を

とる と考え られ て い る 。 B8 構造 の 軸比 c ノα は ， 六 方最密充填の 理想値が 1．63 で あ る の に対

し ， 化合物の 種類 に よ っ て 1．2 か ら L9 程度ま で 幅広い 値 を と る 。 上に 述べ た B1 構造の み な

らず ， CsCl 型 （B2 ） ， セ ン 亜 鉛鉱型 （B3 ）， ウル ツ 鉱型 （B4 ）構造 な どと の 関連性 をも含

め ， MX 型化合物全体の 圧 力誘起構造変f匕の 序列 を知 る上で ，
　 B　8 構造は重要な位置に あ る 。

一
方 ， 地 球内部物質 とし て も知 られ る FeO が こ の B8 構造 をとる可能性 が示 唆 され て お り，

NiAs 型 構造の 地球科学に お ける役割は 重要で ある 。 こ の よ うに ， 高圧 下に お け る構造変化の

挙動が注 目され る に もか か わ らず ， NiAs 型化合物の 圧力誘起相転移 の 例は ほ とん ど知 られ て

い ない 。
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　本研究 で は ， 常圧常温下で B8 構造 を と り， 軸比 の 異な る MnTe （o ノα ＝ 1．62 ）と CrSb

（e ノα ＝ 1．32 ）， そ して B1 構造か ら B8 構造 へ の 圧 力誘起相転移 が報告され て い る MnSe の

3種 の 化合物に っ い て の 高圧下 に おけ る X 線回折 ・電気抵抗 測定実験 をすす め た 。 X 線 回折に

よ っ て ， MnTe で は約 23GPa ，
　 CrSb で は約 17GPa で ，

い ずれ も B8 構造か ら斜方晶 MnP

型 （B31 ）構造 へ 転移す る こ と が見出され た。また，　 MnSe に つ い て は 約 10GPa に おい て 既

報の B1 → B2 転移 を確認 した の ち ， 新 た に約 32GPa に お い て相転移 を見出だ した。

　こ れ らの 結果 と電 気抵抗測定の 結果 と をあわ せ て ， B8 構造 の 高圧 下に お ける構造相転移 の

機構 に っ い て議論す る 。

22． 大 き さ を持 っ た粒子 問 の 分散力

村　田　道　夫

　平行 な 2 枚 の 壁 に 挾 まれ た狭 い 空問に あ る大き さを持 っ

た粒子及 び 分子 間の 分散力は壁 の 電磁気的 な相互 作用 の 為　　　　 戸

に 自由空間に あ る 場合 と は大き く変化する こ とが分か っ た 。

壁 が 金属 の 揚合及び誘電体 の 場合に つ い て 分散 力 の 変化を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
計算 した。

　一
般に ， 分散力は 次の式 で 与え られ る 。

　　　U − 一
舌べ・・ ［・ 1 （・ξ…

EE
・・

・ … ξ・・ … ξ・eqEE・r
・

γ
1 ・ξ・

　　　　　＋ β1 （i ξ）vMM （・ 1 ・
，
　i ξ）β、

（iξ）vMM （・
，

r
、　iξ）

　　　　　＋ a1 （iξ）Ψ
EM

（rl γ 2　iξ）β2 （i ξ）vME （γ 2rl 　iξ）

　　　　　＋ β1 （i ξ）vME （rl γ 2　iξ）Ct2 （iξ）Ψ
EM

（r2TI 　i ξ）：】d ξ

　こ こ に
， α ， βは そ れ ぞれ粒 子 の 電気 的，磁気的な分極率 　vAB （〆 r ω ）は γ 点 に あ り，

ω で 振動 し て い る B （電 気 or 磁気 ）ダイ ポ
ー

ル に よ る r
’

点で の A （電場 or 磁場 ） を表わ

す テ ン ソ ル で あ る。金属球 の 場合に は 磁気的 な項が電気的な項 と同程度の 寄与をする が ， そ れ
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